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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】クロストーク信号が比較的大きくても、遅延加
算演算部３７で加算された受信信号が飽和を起こさない
ように処置して、プリアンプ３６のゲインを高め、血流
速度などの情報の検出感度が高い超音波診断装置を提供
する。
【解決手段】被検体内に延びる所定の走査線上で反射し
た反射超音波の情報を持つ走査線信号を生成し、該走査
線信号に基づいて被検体内で周波数がドップラシフトし
た反射超音波の情報を持つドップラ信号を抽出して、該
ドップラ信号に基づく画像を表示する超音波診断装置に
おいて、前記遅延加算演算部３７が、複数の受信信号と
ともに、送信波発生部４５あるいは遅延演算部４６の出
力である連続波駆動信号も共に遅延加算する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】各所定の遅延時間を与えられた各連続波駆
動信号により、複数の振動子それぞれを励振して被検体
内に超音波を送波し、戻ってきた反射超音波を複数の振
動子それぞれでピックアップして複数の受信信号を得、
遅延加算演算部により、これら複数の受信信号に各所定
の遅延時間を与えるとともに相互に加算する遅延加算演
算を行なうことにより、被検体内に延びる所定の走査線
上で反射した反射超音波の情報を持つ走査線信号を生成
し、該走査線信号に基づいて、被検体内で周波数がドッ
プラシフトした反射超音波の情報を持つドップラ信号を
抽し、該ドップラ信号に基づく画像を表示する超音波診
断装置において、
前記遅延加算演算部が、前記複数の受信信号とともに、
前記連続波駆動信号も共に遅延加算するものであること
を特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】前記遅延加算演算部が、前記複数の受信信
号について遅延加算を行なうとともに、独立した遅延時
間が与えられる複数系統の連続波駆動信号についても遅
延加算を行なうものであることを特徴とする請求項１記
載の超音波診断装置。
【請求項３】前記走査線信号の振幅レベルをモニタし、
前記遅延加算演算部に入力される複数系統の連続波駆動
信号の各遅延時間を制御する遅延制御信号を該振幅レベ
ルが低減されるように調整して該遅延加算演算部に与え
る遅延制御部を有するものであることを特徴とする請求
項２記載の超音波診断装置。
【請求項４】前記ドップラ信号のＤＣレベルをモニタ
し、前記遅延加算演算部に入力される複数系統の連続波
駆動信号の各遅延時間を制御する遅延制御信号を該ＤＣ
レベルが低減されるように調整して該遅延加算演算部に
与える遅延制御部を有するものであることを特徴とする
請求項２記載の超音波連続波ドップラ診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、フェーズドアレイ
形プローブを使用して連続波ドップラ法を行う超音波診
断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来から、被検体内部組織の断層像を超
音波を用いて画像表示する超音波診断装置が内臓疾患の
診断等に供されており、昨今では、移動する物体で反射
した超音波周波数がドップラシフトするという性質を応
用して、血流や心臓などの運動状態を計測することがで
きる超音波診断装置も開発されている。
【０００３】この超音波診断装置において、ドップラシ
フトを利用する方式には、大別して、プローブに備えら
れた振動子を超音波を送波する送波用振動子と反射波を
受波する受波用振動子に分け、超音波の送受波を同時に
連続的に行う超音波連続波ドップラ方式と、超音波の送
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波と受波を、同じ振動子を用いて交互に繰り返し行う超
音波パルスドップラ方式とがある。
【０００４】超音波パルスドップラ方式は、振動子から
超音波バースト波を送波し、その超音波バースト波を送
波してから目標物で反射した反射波を受信して受信信号
を得るまでの時間が目標点までの深さに比例することを
利用し、受信した受信信号を所定のタイミングでサンプ
リングすることにより、例えば特定の深さにある血管を
流れる血球の速度を検出する方式である。
【０００５】一方、超音波連続波ドップラ方式は、振動
子を送信専用と受信専用に分け、送信専用の振動子は超
音波連続波を目標点に送波し、受信専用の振動子で反射
波を連続的に受信することにより、血流速度などを時間
の経過にしたがって連続的に検出する方式である。
【０００６】図１は超音波診断装置において、超音波の
送受波を行い周波数がドップラシフトしたドップラ信号
を得るための構成の主要部を示す概略構成図である。
【０００７】図１において、プローブ１はフェーズドア
レイ形プローブであり、振動子２が複数配列されてい
る。
【０００８】本体２０の送信波発生部４は超音波周波数
の連続波駆動信号を発生し、遅延演算部５はその連続波
駆動信号に互いに異なる遅延時間を与えて複数の連続波
駆動信号を生成し、パルサ６は遅延演算部５から出力さ
れる連続波駆動信号の各々を増幅して得た各励振電圧
を、プローブ１の送波用振動子群３の各振動子に印加
し、送波用振動子群３の各振動子２は図示しない被検体
内の目標点で焦点を結ぶように超音波連続波を被検体内
に送波する。
【０００９】一方、被検体内で反射した超音波反射波を
プローブ１の受波用振動子群７の各振動子２でピックア
ップして得た受信信号の各々は、本体２０のプリアンプ
８でそれぞれ増幅され、遅延加算演算部９に入力され
る。
【００１０】図２は遅延加算演算部の作用説明図であ
る。
【００１１】図２に示す遅延加算演算部９は、複数の縦
配線２２と、複数の横配線２３と、それら縦配線２２と
横配線２３との各交点に配備されたスイッチとからなる
マトリックススイッチを構成し、横配線２３には受波用
振動子群７で受信した受信信号の各々を増幅するプリア
ンプ８が接続され、縦配線２２には遅延線２４の、異な
る遅延時間を持つ遅延線入力端子が接続されている。
【００１２】プリアンプ８で増幅され、横配線２３に入
力された受信信号の各々は、各スイッチのオン、オフを
制御する受信信号用遅延制御信号２５に基づいて、各横
配線２３を経由し、受信信号用遅延制御信号２５に応じ
た各入力端子から遅延線２４に入力され、各所定の遅延
時間が与えられるとともに相互に加算される。この結
果、被検体内の目標点で同時に反射した受信信号は、被
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検体内の目標点に受信指向性を持たせた遅延加算信号２
６として出力される。
【００１３】再び、図１に戻って説明する。
【００１４】遅延加算演算部９から出力される遅延加算
信号２６は、ミキサ１０により参照信号と掛け合わす直
交検波がなされ、ローパスフィルタ１１により参照信号
の周波数などより高い周波数の信号成分が除去され、被
検体内でドップラシフトした反射超音波の情報をもつド
ップラ信号が抽出される。この抽出されたドップラ信号
は、さらにＦＦＴ解析部１２で高速フーリエ変換などを
用いた周波数解析が行われ、血流速度などをあらわす時
間関数の情報に変換される。
【００１５】
【発明が解決しようとする課題】このような超音波診断
装置において、受波用振動子群でピックアップして得た
受信信号のレベルに比べて、パルサから送波用振動子群
に印加される励振電圧のレベルが極めて高く、このた
め、プローブと本体とをつなぐケーブルの絶縁被覆電線
相互間や本体各部の回路相互間の静電および電磁結合に
起因して受信信号中にクロストーク信号が誘起され、こ
のクロストーク信号は受信信号に大きな影響を及ぼす。
【００１６】また、被検体内に向けて送波された超音波
が、運動する目標物で反射する際に生じた、ドップラシ
フトから得られる血流速度などの情報の検出感度を高め
るためには、プリアンプのゲインを高め、遅延加算演算
部やミキサで発生するノイズの影響を極力小さく抑える
必要がある。
【００１７】しかし、遅延加算演算部で受信信号を加算
する際には、受信信号中に混入しているクロストーク信
号も同時に加算されるので、プリアンプのゲインを高め
た場合、クロストーク信号成分のレベルが大きいと、遅
延加算演算部が飽和し、血流速度など本来の波形の他
に、偽波形が発生してしまう。
【００１８】そこで、プリアンプのゲインはある程度低
いレベルに抑えざるを得ず、このためＳ／Ｎが改善でき
ないという問題がある。
【００１９】本発明は、上記事情に鑑み、受信信号に混
入してくるクロストーク信号の影響を抑えた超音波診断
装置を提供することを目的とする。
【００２０】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明の超音波診断装置は、各所定の遅延時間を与えられた
各連続波駆動信号により、複数の振動子それぞれを励振
して被検体内に超音波を送波し、戻ってきた反射超音波
を複数の振動子それぞれでピックアップして複数の受信
信号を得、遅延加算演算部により、これら複数の受信信
号に各所定の遅延時間を与えるとともに相互に加算する
遅延加算演算を行なうことにより、被検体内に延びる所
定の走査線上で反射した反射超音波の情報を持つ走査線
信号を生成し、該走査線信号に基づいて、被検体内で周
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波数がドップラシフトした反射超音波の情報を持つドッ
プラ信号を抽出し、該ドップラ信号に基づく画像を表示
する超音波診断装置において、上記遅延加算演算部が、
上記複数の受信信号とともに、上記連続波駆動信号も共
に遅延加算するものであることを特徴とする。
【００２１】このように、受信信号に含まれる、クロス
トーク信号の基本周波数は、連続波駆動信号と同一であ
るため、連続波駆動信号に遅延時間を与えて生成した、
そのクロストーク信号と逆位相のキャンセル信号を加算
すれば、その成分はキャンセルされて低減し、走査線信
号レベルはそのクロストーク信号がキャンセルされた分
小さくなる。したがって、その分プリアンプのゲインを
上げてＳ／Ｎを改善することができる。
【００２２】ここで、上記遅延加算演算部が、上記複数
の受信信号について遅延加算を行なうとともに、独立し
た遅延時間が与えられる複数系統の連続波駆動信号につ
いても遅延加算を行なうものであることが好ましい。
【００２３】複数系統の連続波駆動信号についてそれぞ
れ遅延時間を調整して加算すると、クロストーク信号に
対し逆位相のキャンセル信号を合成することができる。
この原理を利用してクロストーク信号成分を低減しても
よい。
【００２４】ここで、複数系統の連続波駆動信号を受信
信号とともに遅延加算する場合は、上記走査線信号の振
幅レベルをモニタし、上記遅延加算演算部に入力される
複数系統の連続波駆動信号の各遅延時間を制御する遅延
制御信号を該振幅レベルが低減されるように調整して該
遅延加算演算部に与える遅延制御部を有することが好ま
しい態様である。
【００２５】このように、走査線信号の振幅レベルをモ
ニタしながらクロストーク信号とは逆位相のキャンセル
信号を生成すれば、クロストーク信号をより確実に低減
することができる。
【００２６】また、複数系統の連続波駆動信号を受信信
号とともに遅延加算する場合、上記ドップラ信号のＤＣ
レベルをモニタし、上記遅延加算演算部に入力される複
数系統の連続波駆動信号の各遅延時間を制御する遅延制
御信号を該ＤＣレベルが低減されるように調整して該遅
延加算演算部に与える遅延制御部を有することも好まし
い態様である。
【００２７】連続波駆動信号と同一周波数のクロストー
ク信号は、直交検波がなされると直流成分となるので、
ドップラ信号のＤＣレベルをモニタすることによっても
クロストーク信号を確実に低減することができる。
【００２８】
【発明の実施の形態】以下に、本発明の超音波診断装置
の実施形態について説明する。
【００２９】図３は、本発明の超音波診断装置の第１の
実施形態を示すブロック図である。
【００３０】図３に示す超音波診断装置は、複数の振動
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子３２が配列されたプローブ３１と、本体３３と、プロ
ーブ３１と本体３３との間をつなぐケーブル３４とから
構成されている。
【００３１】送信手段３５は、各所定の遅延時間が与え
られた連続波駆動信号をそれぞれ増幅して各励振電圧を
発生し、それらの励振電圧は、ケーブル３４を経由して
プローブ１の各振動子３２にそれぞれ印加され、各振動
子３２から被検体内に超音波が送波される。
【００３２】被検体内で反射した反射超音波を振動子３
２の各々でピックアップして得た各受信信号は、ケーブ
ル３４を経由してプリアンプ３６でそれぞれ増幅され
る。遅延加算演算部３７は、増幅された各受信信号の
他、送信手段３５から連続波駆動信号が入力され、これ
ら各受信信号と連続波駆動信号にそれぞれ各所定の遅延
時間を与えて加算し、走査線信号を出力する。
【００３３】遅延加算演算部３７から出力された走査線
信号は、２つの系統に分かれ、そのうちの１つの系統に
おいてはミキサ３９により参照信号と掛け合わす直交検
波がなされ、その出力信号はローパスフィルタ４０によ
り参照信号などの周波数より高い周波数の信号成分が除
去され、被検体内部でドップラシフトした反射超音波の
情報をもつドップラ信号が抽出される。
【００３４】抽出されたこのドップラ信号はさらにＦＦ
Ｔ解析部４１で高速フーリエ変換などに基づく周波数解
析を受け、血流速度など時間関数の情報に変換される。
【００３５】他の系統については、Ａ／Ｄ変換器３８で
デジタル信号に変換される。ＦＦＴ解析部４１の出力信
号やＡ／Ｄ変換器３８の出力信号は、デジタルスキャン
コンバータ４２で座標変換、補間演算がなされて画像信
号となり、さらにＤ／Ａ変換器でアナログ信号に変換さ
れ、その変換されたアナログ信号に基づく診断画像がモ
ニタ４４に表示される。
【００３６】ここで、本実施形態の主要部について、さ
らに詳しく説明する。
【００３７】図４は、本発明の超音波診断装置の第１の
実施形態のうち、超音波の送受を行う主要部の構成図で
ある。図３に示す本体３３の送信手段３５は、送信波発
生部４５、遅延演算部４６およびパルサ４７から構成さ
れている。
【００３８】送信波発生部４５は、超音波周波数の連続
波駆動信号を発生し、遅延演算部４６は複数の振動子か
ら被検体内に送波される超音波がその被検体内の目標点
で焦点を結ぶように、その送信波発生部４５が発生した
連続波駆動信号から互いに遅延時間が異なる複数の信号
を生成し、パルサ４７はその遅延演算部４６から出力さ
れた遅延時間の異なる連続波駆動信号の各々を増幅し、
送波用振動子群３０の各々を励振する励振電圧を発生す
る。これら励振電圧の各々は、ケーブル３４を伝送され
てプローブ３１の送波用振動子群３０の各々に印加さ
れ、送波用振動子群３０の各々は、被検体内の目標点で
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焦点を結ぶように超音波連続波を送波する。
【００３９】一方、受波用振動子群２９の各々は、被検
体内部で反射して戻ってきた超音波反射波をピックアッ
プして各受信信号を得、受信信号の各々はケーブル３４
を伝送され、プリアンプ３６でそれぞれ増幅された後、
遅延加算演算部３７に入力される。
【００４０】遅延加算演算部３７にはこれらの受信信号
の他に、送信波発生部４５で発生された連続波駆動信号
と遅延演算部４６で遅延時間を与えられた連続波駆動信
号のうちの何れか一方（ここに示す例では送信波発生部
４５が発生した連続波駆動信号）が入力される。
【００４１】ここで、遅延加算演算部３７に入力される
受信信号中には、ケーブル３４の絶縁被覆電線相互間や
本体各部の回路相互間の静電および電磁結合により、送
波用振動子群を励振する励振電圧に起因して誘起された
クロストーク信号が混入している。このクロストーク信
号の基本周波数は、連続波駆動信号と同じであるから、
遅延加算演算部に入力される連続波駆動信号に必要に応
じて振幅を調整するためさらに遅延時間を与えて、クロ
ストーク信号と逆位相となるキャンセル信号を生成して
受信信号とともに加算すれば、クロストーク信号の大部
分をキャンセルすることができる。
【００４２】なお、ここでは、連続波駆動信号は遅延加
算演算部３７に一系統のみ入力される。この場合、その
連続波駆動信号に与える遅延時間は遅延加算演算部３７
で調整することができるが、その連続波駆動信号の振幅
の調整を行おうとするときは、別途行う必要がある。こ
れに対し、連続波駆動信号を二系統に分けて遅延加算演
算部３７に入力すれば各系統の連続波駆動信号の遅延時
間を独立に制御することにより、振幅と位相の双方を調
整することができる。二系統の連続波駆動信号を遅延加
算演算部３７に入力したときの作用の詳細については、
図８、図９を参照して後述する。
【００４３】図５は、図３、図４に１つのブロックとし
て示す遅延加算演算部３７の作用説明図である。
【００４４】図５に示す遅延加算演算部３７は、複数の
縦配線５２と、複数の横配線５３と、それら縦配線５２
と横配線５３との各交点に配備されたスイッチとからな
るマトリックススイッチを構成し、マトリックススイッ
チの横配線５３には受波用振動子群２９で受信された各
受信信号を増幅する各プリアンプ３６が接続され、さら
に図４に示した連続波駆動信号を発生する送信波発生部
４５が接続され、縦配線５２には遅延線５４の、異なる
遅延時間を持つ遅延線入力端子が接続されている。各プ
リアンプ３６を経由して横配線５３に入力された各受信
信号は受信信号用遅延制御信号５５に基づいて、また、
送信波発生部４５から横配線５３に入力された連続波駆
動信号は駆動信号用遅延制御信号５６に基づいて、それ
ぞれ各スイッチのオン、オフが制御されることにより、
各縦配線５２を経由し、遅延線５４によりそれらの制御
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7
信号に応じた遅延時間が与えられる。その結果、被検体
内で反射した受信信号は、遅延加算演算部３７でそれぞ
れ所定の遅延時間が与えられると共に、同じく横配線５
３から入力された連続波駆動信号も、遅延加算演算部３
７で所定の遅延時間が与えられて加算され、クロストー
ク信号が低減された、被検体内の目標点に受信指向性を
持たせた走査線信号５７が出力される。
【００４５】再び、図４に戻って説明する。
【００４６】遅延加算演算部３７から出力された走査線
信号５７は、ミキサ３９により参照信号と掛け合わす直
交検波がなされ、ローパスフィルタ４０で参照信号など
の周波数より高い周波数の信号成分が除去され、被検体
内でドップラシフトした反射超音波の情報をもつドップ
ラ信号が抽出される。
【００４７】次に、本発明の超音波診断装置の第２の実
施形態について説明する。
【００４８】第２の実施形態では、図３に示す第１の実
施形態の超音波診断装置における遅延加算演算部に、二
系統の連続波駆動信号が入力されており、遅延加算演算
部から出力された走査線信号の振幅をモニタして、遅延
加算演算部により二系統の連続波駆動信号に与えられる
遅延時間を制御するための駆動信号用遅延制御信号を生
成する自動遅延制御部が新たに備えられている点が相違
しており、超音波診断装置全体の構成図は省略し、超音
波の送受を行なう主要部の構成図に基づいて相違点を説
明する。
【００４９】図６は、本発明の超音波診断装置の第２の
実施形態のうち、超音波の送受を行う主要部の構成図で
ある。
【００５０】図４に示す第１の実施形態の主要部と同じ
構成要素には同一符号を付し、相違点について説明す
る。
【００５１】図６に示す遅延加算演算部３７には、送信
波発生部４５により発生される連続波駆動信号と、遅延
演算部４６により遅延時間が与えられた連続波駆動信号
との双方が入力され、遅延加算演算部３７から出力され
る走査線信号５７は自動遅延制御部６０にも入力され、
その自動遅延制御部６０により生成される駆動信号用遅
延制御信号５６は遅延加算演算部３７に入力される。
【００５２】なお、ここに示す例では、送信波発生部４
５から出力された連続波駆動信号と、遅延演算部４６で
遅延時間が与えられた連続波駆動信号とで二系統の連続
波駆動信号を構成しているが、送信波発生部４５から出
力された連続波駆動信号を二系統に分けることにより、
あるいは遅延演算部４６で異なる遅延時間を与えられた
二系統の連続波駆動信号により、あるいは遅延演算部４
６で遅延時間を与えられたもともとは一系統の連続波駆
動信号を二系統に分けることにより、二系統の連続波駆
動信号を構成してもよい。
【００５３】図７は自動遅延制御部の作用説明図であ
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る。
【００５４】図７に示す自動遅延制御部６０には、遅延
加算演算部３７から出力される走査線信号５７の振幅を
モニタする振幅検知部７０と、遅延加算演算部３７によ
り連続波駆動信号に与えられる遅延時間を制御する、駆
動信号用遅延制御信号５６を調整するキャンセル信号レ
ベル調整部７２、及びキャンセル信号位相調整部７３と
があり、そのうち、キャンセル信号レベル調整部７２
は、受信信号中に含まれるクロストーク信号をキャンセ
ルするキャンセル信号の、信号レベルを変化させる駆動
信号用遅延制御信号５６を生成し、キャンセル信号位相
調整部７３は、受信信号中に含まれるクロストーク信号
をキャンセルするキャンセル信号の、位相を変化させる
駆動信号用遅延制御信号５６を生成する。そして、これ
らキャンセル信号レベル調整部７２及びキャンセル信号
位相調整部７３は、振幅検知部７０がモニタしている走
査線信号５７の振幅が最小化されるように、遅延加算演
算部３７により複数系統の連続波駆動信号に与えられる
各遅延時間を、駆動信号用遅延制御信号５６に基づいて
調整する。
【００５５】遅延加算演算部３７から出力される走査線
信号５７はクロストーク信号のレベルが下がればその分
振幅レベルが下がるので、振幅検知部７０がモニタする
振幅が小さくなるように制御すれば、クロストーク信号
を確実に低減することができる。
【００５６】図８および図９は、二系統の連続波駆動信
号に各遅延時間を与えることによってキャンセル信号の
振幅と位相との双方を変化させることができることを説
明するための図であり、このうち図８は、キャンセル信
号のレベルを制御する方法を示す図である。
【００５７】図８において、Ａ１,Ａ２,Ｂ１,Ｂ２,Ｃ
１,Ｃ２は信号をベクトル表示したものであり、Ａ１,Ｂ
１は、それぞれ、ある遅延時間を与えられた連続波駆動
信号をあらわし、Ｃ１はＡ１とＢ１を合成したキャンセ
ル信号をあらわす。また、Ａ２はＡ１からマイナスｔ時
間遅延時間を与えられた連続波駆動信号をあらわし、Ｂ
２はＢ１からさらにｔ時間遅延時間を与えられた連続波
駆動信号をあらわし、Ｃ２はＡ２とＢ２を合成し、信号
レベルを調整した後のキャンセル信号をあらわす。な
お、遅延加算演算部ではマイナスの遅延時間は与えるこ
とができないが、ここでは相対的な遅延時間をいうもの
とする。
【００５８】このように２つの信号のそれぞれに、大き
さが等しく符号の異なる遅延時間を与えて加算すれば、
信号レベルを変えることができる。
【００５９】図９はキャンセル信号の位相を制御する方
法を示す図である。
【００６０】図９において、Ａ１,Ａ２,Ｂ１,Ｂ２,Ｃ
１,Ｃ２は信号をベクトル表示したものであり、Ａ１,Ｂ
１は、それぞれ、ある遅延時間を与えられた連続波駆動
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信号をあらわし、Ｃ１はＡ１とＢ１を合成したキャンセ
ル信号をあらわす。また、Ａ２はＡ１からｔ時間遅延時
間を与えられた連続波駆動信号をあらわし、Ｂ２はＢ１
から同じくｔ時間遅延時間を与えられた連続波駆動信号
をあらわし、Ｃ２はＡ２とＢ２を合成することにより、
位相が調整された後のキャンセル信号をあらわす。
【００６１】このように２つの信号のそれぞれに、大き
さが等しく符号の同じ遅延時間を与えて加算すれば、信
号レベルは変えずに位相を変えることができる。
【００６２】図６に示す自動遅延制御部６０では、図８
を参照して説明した信号レベルの調整のための遅延制御
の原理と、図９を参照して説明した位相調整のための遅
延制御の原理とを組み合わせて、遅延加算演算部３７か
ら出力される走査線信号５７の振幅レベルが最小となる
ように（すなわちクロストーク信号が最小となるよう
に）、二系統の連続波駆動信号それぞれの遅延時間を制
御するための駆動信号用遅延時間制御信号５６を生成
し、遅延加算演算部３７では、その自動遅延制御部６０
で生成された駆動信号用遅延時間制御信号５６にしたが
って二系統の連続波駆動信号それぞれの遅延時間が制御
される。
【００６３】次に、本発明の超音波診断装置の第３の実
施形態について説明する。
【００６４】第３の実施形態は、図６に要部を示す第２
の実施形態の超音波診断装置が遅延加算演算部３７の出
力である走査線信号をモニタする自動遅延制御部６０を
備えていることに代わり、ローパスフィルタ４０の出力
をモニタする自動遅延制御部６１を備えている点が異な
る。以下第２の実施形態の場合と同様、超音波診断装置
全体の構成図は省略し、超音波の送受を行なう主要部の
構成図に基づいて説明する。
【００６５】図１０は、本発明の超音波診断装置の第３
の実施形態のうち、超音波の送受を行う主要部の構成図
である。
【００６６】図６に示す第２の実施形態の主要部と同一
の構成要素には同一符号を付し、相違点について説明す
る。
【００６７】図１０に示すローパスフィルタ４０では、
被検体内でドップラシフトした反射超音波の情報をもつ
ドップラ信号が抽出され、そのドップラ信号を自動遅延
制御部６１に入力してモニタし、この自動遅延制御部６
１が生成する駆動信号用遅延制御信号５６が遅延加算演
算部３７に入力される。
【００６８】クロストーク信号は、ミキサ３９で直交検
波がなされるとＤＣ成分となりドップラ信号とともにロ
ーパスフィルタ４０から出力される。したがって、この
ＤＣ成分をモニタすることによっても、第２の実施形態
における遅延加算演算部から出力された走査線信号をモ
ニタしたときと同様の効果を得ることができる。
【００６９】図１１は自動遅延制御部の作用説明図であ*
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*る。
【００７０】本実施形態の自動遅延制御部６１は、ドッ
プラ信号のＤＣ成分をモニタする、ＤＣレベル検知部８
０を備えており、キャンセル信号レベル調整部８２及び
キャンセル信号位相調整部８３は、このＤＣレベル検知
部８０でモニタしたドップラ信号のＤＣレベルが最小化
されるように駆動信号用遅延制御信号５６を生成して遅
延加算演算部３７に送る。遅延加算演算部３７では、そ
の駆動信号用遅延制御信号５６に基づいて、複数系統の
連続波駆動信号に与えられる各遅延時間が調整される。
【００７１】
【発明の効果】本発明によれば、受信信号中に含まれる
クロストーク信号を遅延加算演算部で加算する段階でキ
ャンセルしてレベルを低減することができるので、遅延
加算演算部で飽和を起こしにくくなり、その分プリアン
プのゲインを上げることができ、血流速度などの診断情
報を高感度で検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】超音波の送受波を行いドップラシフトしたドッ
プラ信号を得るための装置主要部を示す概略構成図であ
る。
【図２】遅延加算演算部の作用説明図である。
【図３】本発明の超音波診断装置の第１の実施形態を示
すブロック図である。
【図４】本発明の超音波診断装置の第１の実施形態のう
ち、超音波の送受を行う主要部の構成図である。
【図５】第１の実施形態に用いる遅延加算演算部の作用
説明図である。
【図６】本発明の超音波診断装置の第２の実施形態のう
ち、超音波の送受を行う主要部の構成図である。
【図７】第２の実施形態の自動遅延制御部の作用説明図
である。
【図８】キャンセル信号のレベルを制御する方法を示す
図である。
【図９】キャンセル信号の位相を制御する方法を示す図
である。
【図１０】本発明の超音波診断装置の第３の実施形態の
うち、超音波の送受を行う主要部の構成図である。
【図１１】第３の実施形態の自動遅延制御部の作用説明
図である。
【符号の説明】
１，３１  プローブ
２，３２  振動子
３，３０  送波用振動子群
４，４５  送信波発生部
５，４６  遅延演算部
６，４７  パルサ
７，２９  受波用振動子群
８，３６  プリアンプ
９，２１，３７  遅延加算演算部
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１０，３９  ミキサ
１１，４０  ローパスフィルタ
１２，４１  ＦＦＴ解析部
２０，３３  本体
２２，５２  縦配線
２３，５３  横配線
２４，５４  遅延線
２５，５５  受信信号用遅延制御信号
２６  遅延加算信号
３４  ケーブル
３５  送信手段
３８  Ａ／Ｄ変換器 *

12
*４２  デジタルスキャンコンバータ
４３  Ｄ／Ａ変換器
４４  モニタ
５５  受信信号用遅延制御信号
５６  駆動信号用遅延制御信号
５７  走査線信号
６０，６１  自動遅延制御部
７０  振幅検知部
７２，８２  キャンセル信号レベル調整部
７３，８３  キャンセル信号位相調整部
８０  ＤＣレベル検知部
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